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三重大学振興基金への
ご協力をお願いします
三重大学振興基金への
ご協力をお願いします

三重大学の目的・使命を達成する一助となること
を目的に「三重大学振興基金」を設立しました。次の
事業を計画しておりますので、皆様の温かいご支
援・ご協力をお願いいたします。

◎学生への奨学金及び災害時の学資援助事業
◎学生の修学環境整備事業　
◎学生・教職員の海外留学その他国際交流活動等への支援事業
◎地域貢献支援事業　
◎その他本学の目的達成に必要な事業

●募金の方法●三重大学振興基金事務局までご連
絡いただくか、寄附申込書を本学ホームページより
ダウンロードしていただき、必須事項をご記入の上
ご郵送ください（FAX・E-mailでもOKです）。

●ご郵送先・お問い合わせ先●

三重大学振興基金事務局
【企画総務部総務チーム内】
〒514-8507 津市栗真町屋町1577

TEL: 059-231-9005　FAX: 059-231-9000
E-mail: kikin@ab.mie-u.ac.jp

URL: http://www.mie-u.ac.jp/foundation/

お 願 い＊＊＊＊＊＊　　　　　　＊＊＊＊＊＊

●「三重大学学生募集要項（一般入試）」は、本学学務部入試チームにて配付して
います。

●「三重大学学生募集要項（一般入試）」の請求方法など入学試験に関することは、
本学ホームページ http://www.mie-u.ac.jp/exam/

　「入試情報」をご覧ください。〈TEL.059-231-9063（学務部入試チーム）〉

平成28年 1月 25日（月） ～2月  3 日（水） （必着）

午前10時頃 午前10時頃

〈医学部は 2月26日（金）も実施〉

実 施 日 程
前期日程 後期日程

平成28年 2月 25日（木）

平成28年 3月    8日（火） 平成28年 3月 23日（水）

平成28年 3月 12日（土）

携帯電話サイト

QRコード➡
※対応する携帯電話で読み取ることができます。

本学の一般入試は、学部・学科・課程等の入学定員を分割し、「前期日程」及び
「後期日程」により入学者を募集する「分離分割方式」で実施します。
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募集要項等の請求方法、志願状況速報などの各種情報を携帯電話にて閲覧することができます。

アドレス http://daigakujc. jp/mie-u/

出願期間
（郵送に限ります）
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地方創生
特集：「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業

（COC+）」に採択されました！
特別対談：三重県知事鈴木英敬×三重大学長駒田美弘

三重大学・三重県が一体となった地方創生を目指す
特集

輝くOB・OG 第7弾
特集

新しい教養教育がスタート！
速報

文部科学省等支援プログラム
気になるNEWS

スポット／クラブ・サークル
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交通のご案内
●近鉄江戸橋（三重大学前）駅から徒歩約15分
●津駅からタクシーで約10分
●津駅前バスのりば「4番」から三交バスで「白

塚駅前」（06系統）、「太陽の街」（40系統）、「三
重病院」（51系統）、「椋本（むくもと）」（52系
統）、「豊里ネオポリス」（52系統）、「サイエン
スシティ」（52系統）、「三行（みゆき）」（53系
統）、「高田高校前」（56系統）行きで、「三重大
学前」下車。

●中部国際空港（セントレア）から
　津エアポートラインで津なぎさまちへ45分
　1.「津なぎさまち」から三交バスで「津駅前」
　　まで約15分
　2. 津なぎさまちからタクシーで三重大学まで
　　約15分

〒514-8507  三重県津市栗真町屋町1577　
TEL059-232-1211㈹
http://www.mie-u.ac.jp/
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三重大学ホームページ
からアイコンをクリック！

「mieuniversityweb」
と検索！

「＠MieUniversity」
で検索！
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本学の共同研究・受託研究の実績

学内実施体制

教 職 員

中小企業との
共同研究件数

受託研究
受入金額・件数

共同研究
受入金額・件数

今後の展開

※平成26年度大学等における産学連携等実施状況について（文部科学省）より抜粋

ここでは、OJT（On the Job  Training）は、リスクマネジメント人材育成のための研究員に対する実地教育訓練のことと事例を通じた教員等への啓発を、
URA（University Research Adminstrator）は、研究活動を支援する人材のことを示します。
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同一県内中小企業との
共同研究件数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

10

東京大学

三重大学

岩手大学

電気通信大学

東京工業大学

東北大学

岐阜大学

茨城大学

大阪府立大学

東京農工大学

広島大学

127

70

54

54

53

52

51

50

49

47

47

483,716

42,468

33,186

31,361

133,532

221,749

67,643

7,516

33,162

69,787

48,162

No. 機関名 件数 受入額

金額の単位：千円

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

729,323受入
金額
件数

888,603 737,718 628,013 981,667

169 190 181 173 182

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度
0

50

100

150

200

250

300
（単位：千円） （単位：件）

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

❶産学官連携リスクマネジメント室の設置
❷ポリシー、規程の検討
❸学内アンケートの実施、マネジメント手法の検討
❹学内研修会の実施
❺他大学へのアンケート・ヒアリング、他大学導入
　マニュアルの内容検討
❻外部評価委員会・評価会議の開催

●研究者への普及啓発
●技術流出防止に取り組む
　意義と必要性の理解促進

学 長

教 員

学 生

（産学官連携リスクマネジメント最高責任者）

研究担当理事

地域イノベーション推進センター（仮称）　現：社会連携研究センター

産学官連携リスクマネジメント室（H27.12.10設置）　室長：研究担当副学長
●産学官リスクマネジメントポリシー・規程の内容協議・策定　　●リスクマネジメント人材の育成

●営業秘密（ノウハウ）や秘密情報など管理すべき対象を明確化 
●物品・技術など外為法による安全保障輸出管理すべき対象を明確化

評価会議 （産学官連携リスクマネジメント統括責任者）

URAによる
ヒアリング
URAによる
ヒアリング

ヒアリング結果ヒアリング結果
チェックシートチェックシート

（共同研究等申込時）
（定期的）

（共同研究等申込時）
（定期的）

研究者への
アンケート

研修会
の実施
研修会
の実施

講義・単位化
ガイダンス
の実施

講義・単位化
ガイダンス
の実施（ヒアリング）（ヒアリング）

（随時）（随時）
回答回答

対応対応相談相談 OJT
現状把握
のための
訪問調査

OJT
現状把握
のための
訪問調査

OJT
手法構築後の
訪問調査

学 生

●技術流出防止に取り組む
　意義と必要性の理解促進

構築するためのスケジュール

27
年
度

❶産学官連携リスクマネジメント室の継続運用
❷ポリシー、規程の策定
❸マネジメントの実施
❹学内研修会、学生への講義・ガイダンスの実施
❺他大学導入マニュアル作成と他大学向け研修会実施
❻外部評価委員会・評価会議の開催

28
年
度（
予
定
）

●グルーピング
●各グループにあったマネジメント手法の検討・構築
●IT化

外部評価委員

モニタリングモニタリング

リスクマネジメント人材の育成

「平成26年度民間企業との
共同研究費受入金額は、全国24位」
「平成26年度民間企業との
共同研究件数は、全国23位」

「平成26年度民間企業からの
受託研究費受入金額は、全国29位」 ・・・

・・・・・・・・

※大学等における産学連携等の実施状況調査（文部科学省）に基づき作成

研究者への
アンケート

OJT
手法構築後の
訪問調査

文部科学省等支援プログラム文部科学省等支援プログラム

「産学官連携リスクマネジメントモデル事業
（技術流出防止マネジメント）」

文部科学省 産学官連携支援事業委託事業平成27年度

平成16年度の国立大学法人化に伴い、産学官連携が推進されて

います。本学においても、以下のグラフや表に示すように活発な産

学官連携活動が行われています。こうした活動が活発化・多様化し

ていくなかで、大学と産業界で多様な情報・知的財産（企業情報・発

明等）のやりとりが発生します。企業等との産学官連携活動をさらに

活性化していくうえで社会的信頼を失うことのないよう適切なマネ

ジメントが必要となってきます。そのために、本事業において、本学

が地域圏中規模大学のモデルになる産学官連携リスクマネジメン

ト体制を構築し、この取り組みを全国の大学へと波及させていくこ

とを目的としています。

速報

産学官連携活動をより一層活発に行うためには、リスクが無いまたは最小限の
環境が必要になります。産学官連携活動を車に例えると、その推進がアクセル、リ
スクマネジメントが制御装置です。教職員の皆さんに安心して産学官連携活動を
推進していただける体制構築と運用を進めてまいります。
学生の皆さんにとっては、営業秘密管理や秘密保持は、就職後にも必要となる

ものです。在学中からその意義や必要性を理解してもらえればと考えています。

＊教職員・学生の皆さんへ＊

リスクを知って

産学官連携を推進

していくことが

大事なことだよ！

全国

2位だよ！

●News Break 速報｜文部科学省等支援プログラム／News Break●
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